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［事象発生時の状況］ 

定期検査中，昭和６３年７月９日午前１０時０９分中央制御室において「制御棒ドリフト」の警報が発生し、１本

の制御棒がドリフト状態となっていることが分かった。現場では，制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットの弁を操

作中であったことから，ただちに原子炉が未臨界であることを確認するとともに，現場運転員に当該弁操作の中

止と操作した弁の再隔離を指示した。 



再隔離後の盤面監視において，２本の制御棒がドリフト状態で引き抜かれた状態となっていることを確認した

ため，制御棒駆動水圧系および水圧制御ユニットの弁を操作し，引き抜かれた制御棒を全挿入とした。 

なお，２本の制御棒が引き抜き状態となっている間，当該２本を含む水圧制御ユニット周りの隔離が解除され

た４本の制御棒（２本が当該の引抜状態：中間位置，残り２本が全挿入位置）については，原子炉を緊急停止さ

せるスクラム機能は確保されおり，残り８５本の制御棒については全挿入の位置で隔離されており制御棒駆動水

圧系の圧力の影響を受けることのない状態（スクラム機能を必要としない状態）であった。本事象による外部へ

の放射能の影響はない。 

［原因調査の概要］ 

１．事象の経緯 

○昭和６３年６月２２日 

第４回定期検査中において，全制御棒が全挿入の状態で，制御棒が誤動作しないように水圧制御ユニット

（以下「ＨＣＵ」という。）の挿入側（１０１弁），引抜側（１０２弁）を全数閉弁とし，隔離状態とした。（図１） 

○昭和６３年７月９日 

（１）原子炉起動準備のため，１０時３分よりＨＣＵの隔離解除のため，全閉していた弁の復旧操作を開始した。

（図２） 

（２）１０時９分に中央制御室で「制御棒ドリフト」警報が発生したため，制御棒位置を確認したところ，制御棒 38-

31 の状態表示がドリフト状態となっており，02 位置まで引抜かれていることを確認した。このため，中性子

束モニタの確認を行い原子炉の中性子指示に変化がないことを確認するとともに，現場にＨＣＵ操作中止と

操作したＨＣＵの弁を再度隔離状態とするよう指示した。その後，制御盤の表示にて，当該制御棒を含む２

本の制御棒がドリフト状態となっていることを確認した。また，制御棒駆動水原子炉間差圧および制御棒冷

却水原子炉間差圧指示が高い状態であり，現場において本操作に先立ち，１０時０３分原子炉への戻りライ

ンの弁（V-80）を全閉としたため，系統圧力が上昇したものと判明したことから，１０時１５分に当該弁を全開

とした。 

（３）ＨＣＵの弁についてすべて閉弁した後，「制御棒ドリフト」警報リセットを実施した。リセット後に確認した２本の

制御棒位置は次のとおりであった。（図３） 

・制御棒 38-31 02 ポジション（１／２４引き抜けた状態） 

・制御棒 26-03 18 ポジション（約１／３ 引き抜けた状態） 

（４）原子炉への戻りラインの弁（V-80）を全開したことにより，系統圧力が正常に復帰したことを確認して，１０時

５５分に２本の制御棒について復旧を指示し，１１時０３分に制御棒を全挿入状態とした。 

 

２．事象発生時の原子炉の状態 

原子炉は起動準備のため，原子炉圧力容器の蓋は閉まっており，制御棒が引抜かれた際の中性子束モニ

タ（中性子源領域モニタ）のチャートを確認したところ，中性子の指示値は変化していないことから，原子炉の

状態に変化がなかったことを確認した。なお，事象発生時，ＨＣＵアキュムレータに圧力があったことからスクラ

ム機能は有していた。 

 

３．事象の原因 

制御棒駆動水圧系がノンリターン※運転の状態において，弁の隔離解除操作を行った。この際，引抜側の弁

を開弁したことで，冷却水圧力により制御棒引き抜き側に力がかかり，制御棒が引き抜かれたと推定した。この

原因は次のとおりと推定した。 
①制御棒を動作させるラインの弁開操作（ＨＣＵ隔離解除）に先立ち，原子炉への戻り配管入口弁（V-80）を

全閉した。 
②この操作により制御棒駆動水圧系統が締め切り状態となり，系統圧力が上昇した。 

③最初に４本の制御棒について弁の開操作を行った。 

④このため，加圧状態にあった制御棒排水ラインから弁の開操作を行った制御棒の引き抜き側に圧力が加

わり，２本の制御棒が引き抜き側に動作した。（全引き抜き４８位置に対して，３８－３１が０２位置まで，２６

－０３が１８位置まで） 
 
※制御棒駆動水圧系の冷却水の一部を給水管を介して原子炉に注入する制御棒駆動水圧系の運転状態を



リターン運転といい、制御棒駆動水圧系の系統水全量を制御棒駆動水圧系の冷却水とする運転状態をノ

ンリターン運転という（図１参照）。  

［事象の原因］ 

ＨＣＵの隔離解除前に，原子炉への戻りラインの弁を全閉としたため，制御棒駆動水圧系が締切り状態とな

り，ＨＣＵを隔離解除した際に，系統圧力が制御棒の引抜き側に加わり，制御棒が引抜かれたと推定した。 

［再発防止対策］ 

当時，この事象を踏まえて，制御棒駆動水圧系の運転手順書に注意事項として追加した。また，本事象を教

育資料に取り上げ周知徹底を図った。 
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図１ 女川１号機 制御棒駆動系隔離状態の系統概要図（隔離された状態） 
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図２ 女川１号機 制御棒駆動系隔離復旧中の系統概要図（誤って引き抜かれた状態） 
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【引き抜き状況】 

①：１／２４ 

②：約１／３ 

：全挿入の制御棒

：引き抜かれた制御棒①

②

図３ 女川１号機 制御棒位置図 




